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2022 年 11 月４日 

報道関係各位 

GMO アダム株式会社 

漫画家・東村アキコ氏が現代美術の世界へ本格進出！ 

初作となる「NEO 美人画」シリーズの「Adam byGMO」での販売が決定 

～「Adam byGMO」が年間スポンサーシップを結ぶウェブ版「美術手帖」で、 

東村アキコ氏が NFT アートへの思いを語るインタビュー記事も掲載～ 
 
 

 GMO インターネットグループの GMO フィナンシャルホールディングス株式会社の連結会社である GMO

アダム株式会社（代表取締役：高島 秀行）が運営する NFT マーケットプレイス「Adam byGMO」（URL：

https://adam.jp/）において、漫画家・東村アキコ氏が現代美術作家として初めて創作した NFT アート「NEO

美人画」シリーズの販売が決定しましたのでお知らせいたします。 

なお、東村アキコ氏は、2022 年 11 月 22 日（火）〜11 月 27 日（日）にて都内で初となる個展を開催いた

します。NFT アートは、同個展開催初日である 11 月 22 日（火）に合わせ販売を開始する予定です。 

【東村アキコ氏が現代美術家として初公表する NFT アート】 

『東京タラレバ娘』、『海月姫』など数々のヒット漫画作品を生み出してきた東村アキコ氏は、2021 年 9 月

に日韓同時連載作品『私のことを憶えていますか』の描き下ろしフルカラーイラスト NFT を初出品して以降、

「Adam byGMO」においても多くのファンを魅了しつづけ、高い人気を誇っています。 

NFT アート「NEO 美人画」は、コロナ禍で突如として生まれた「余暇」に創作に取り組み始めたファイン

アートを契機に、NFT アートの世界へ本格進出することとなった東村アキコ氏が、初めて公にする作品です。

作品のモチーフは、着物姿の現代に生きる女性たち。絵のつらなりでひとつのストーリーが描かれていく漫

画の世界とは対比的に、一枚にすべての物語を詰め込んで創作されたという NFT アートです。作品の発表を

ぜひ楽しみにお待ちください。 

https://adam.jp/
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・ストア URL：https://adam.jp/stores/higashimura_akiko 

販売予定の作品イメージ 

 

【現代美術と NFT の魅力を語る東村アキコ氏のインタビューがウェブ版「美術手帖」に掲

載】 

現在、Adam byGMO が年間スポンサーシップ契約を結ぶウェブ版「美術手帖」において、「東村アキコは

なぜ NFT アートをつくるのか。アートの道を切り拓く NFT の魅力とは」と題するインタビュー記事が掲載

されています。金沢美術工芸大学の美術科油画出身の東村アキコ氏が、漫画の世界から、その領域をさらに

広げて現代美術作家への道を踏み出した理由をはじめ、現代美術にかける思いや NFT アートの可能性につい

て語られています。創作背景を知ることで、NFT アートをより深くお楽しみいただけるものと考えています。 

インタビュー記事は、以下 URL よりご覧ください（美術手帖のポータルサイトが開きます）。 

・URL：https://bijutsutecho.com/magazine/series/s54/25812 

 

【東村アキコ氏プロフィール】 

漫画家。1975 年宮崎県生まれ。『海月姫』（講談社）で 2010

年度講談社漫画賞少女部門受賞。『かくかくしかじか』（集

英社）で 2015 年度第 8 回マンガ大賞及び第 19 回文化庁メ

ディア芸術祭マンガ部門大賞受賞。『東京タラレバ娘』（講

談社）が 2019 年米国アイズナー賞最優秀アジア作品賞を

受賞。『雪花の虎』（小学館）がフランスのアングレーム国

際漫画賞ヤングアダルト賞受賞。世界初、日韓同時連載作

品『私のことを憶えていますか』は、フランスはピッコマ

で、アメリカはプラットフォーム・タパスを通して配信中。 

https://adam.jp/stores/higashimura_akiko
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【美術手帖について】 

1948 年に創刊。カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社が編集・発行、株式会社美術出版社が発売

する美術専門誌です。2017 年 2 月からはアートのポータルサイト ウェブ版「美術手帖」もローンチし、ア

ートジャーナリズムとして、ニュースを中心にアーティストのインタビューや批評家やキュレーターによる

レビューなど、アートに関する総合的な情報を提供しています。 

Adam byGMO は、2022 年 2 月よりウェブ版「美術手帖」と年間スポンサーシップを締結し、これまで数々

のアーティストとのタイアップ記事や NFT に関する記事を通じて、多くの読者の方々に新しいアートのあり

方をお届けしてまいりました。今後も多くのアーティストの皆様の活動を応援してまいります。 

 

以上 

 
 

【報道関係お問い合わせ先】 

●GMO アダム株式会社 

 お問い合わせフォーム 

 URL：https://support.adam.jp/hc/ja/requests/new 

 

●GMOインターネットグループ株式会社 

 グループコミュニケーション部 広報担当 新野 

 TEL：03-5456-2695  E-mail：pr@gmo.jp 

 

【GMO アダム株式会社】 （URL：https://adam.jp/） 

会 社 名 GMO アダム株式会社 

所 在 地 東京都渋谷区道玄坂一丁目 2 番 3 号 渋谷フクラス 

代 表 者 
代表取締役 熊谷 正寿 

代表取締役 高島 秀行 

事 業 内 容 
■NFT マーケットプレイスの提供 

■ブロックチェーン技術を使用したコンテンツの管理等 

資 本 金 474,575,000 円 

 

【GMO フィナンシャルホールディングス株式会社】 （URL：https://www.gmofh.com/） 

会 社 名 GMO フィナンシャルホールディングス株式会社（東証スタンダード 証券コード：7177）  

所 在 地 東京都渋谷区道玄坂一丁目 2 番 3 号 渋谷フクラス 

代 表 者 代表執行役社長 COO 石村 富隆 

事 業 内 容 ■金融商品取引業等を行う連結子会社の経営管理ならびにこれに附帯する業務 

資 本 金 705,580,700 円（2022 年 9 月 30 日現在） 

 

【GMO インターネットグループ株式会社】 （URL：https://www.gmo.jp/） 

会 社 名 GMO インターネットグループ株式会社 （東証プライム 証券コード：9449） 

所 在 地 東京都渋谷区桜丘町 26 番 1 号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役グループ代表 熊谷 正寿 

事 業 内 容 
■インターネットインフラ事業  ■インターネット広告・メディア事業 

■インターネット金融事業    ■暗号資産事業 

資 本 金 50 億円 
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